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☆商品パッケージ記載内容は、パッケージ制作年月によって多少異なりますのでご注意ください

●廃棄時のみ、必ず中身を使い切ってからガス抜きを行って
ください。 ●使い切り作業・ガス抜き作業ともに火気の無い
屋外で作業を行ってください。 ●中身が飛び散る場合があり
ますので、汚れても差し支えの無い所・服装で作業を行ってく
ださい。 ●廃棄の際は、各自治体の指導に従ってください。

22-1商品名：非鉄金属用密着スプレー

取り扱い上の注意
ラッカーうすめ液で洗ってください。

塗装方法

特長●塗料の密着が悪い非鉄金属に本品を下
塗りすると、上塗り塗料との密着が高まりま
す。●乾きが速く､透明に仕上がります。●塗
料は細かなキリ状に噴射されるので､たれに
くく､きれいに仕上がります｡●ラッカー・水性
塗料・油性塗料が上塗り塗装できます。

用途●ステンレス、アルミニウム、クロムメッキ、
亜鉛メッキ、ブリキ、真ちゅう、銅などの各種
非鉄金属や鉄の下塗り用（表示の用途以
外には使用しないこと）※本品は下塗り専用
です。必ず上塗り塗装をしてください。※亜鉛
メッキ板・真ちゅうへ塗装する場合、油性（ア
ルキド・フタル酸系）塗料は付着が悪いの
で、上塗りには適しません。

品名●合成樹脂塗料
成分●合成樹脂 （アクリル）､有機溶剤
塗装間隔●塗り重ねる時は２時間以上（20℃）
　　　　冬期は4時間以上     

1.下地調整 ■塗る面のゴミ･油分･かび･さび・
ワックスなどを取ります。さびは、サンドペーパーや
ワイヤーブラシを使ってできるだけ取り除きます。
2.マスキング ■塗らない部分や境目はマスキン
グテープ､新聞紙などでカバーします｡
3.塗装 ■吹き付けるとき､容器を充分に振り、
塗る面と噴出口との間は15～30cmの間隔を
とってください｡■一度に厚塗りしないで､塗る面
と平行に移動しながら､まんべんなく塗ります。
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塗装上の注意／●有機溶剤が含まれているので
､塗装中､乾燥中ともに換気をよくしてください｡●
人、物、観賞魚、ペットにかからないようにしてくださ
い｡●食器、熱いものを置くテーブルおよび床には
塗らないでください｡●気温５℃以下のときや､雨
天､湿度の高いとき（85%以上）および風の強い
ときは､塗らないでください｡●汚れても差し支えな
い服装で作業してください｡●作業中は手袋､マス
ク､保護眼鏡などを着用してください｡●塗料はだ
円形に噴射されます｡噴出口を回転させ、噴射の
状態、スプレーを動かす速さ、仕上がり感など事前
に試してください｡●やむを得ず塗料を捨てるとき
は､火気のない屋外で､新聞紙などに塗り広げて､
完全に乾かしてから一般ゴミとして処分してくださ
い｡●人体や塗装目的以外に使わないこと。●火
気のある所では塗らないでください。 
保管上の注意／●子供の手が届かない所に保
管し､誤飲・誤食をしないよう注意してください。●
残った塗料はふたをし､破裂防止のため容器の
さびやすい所や直射日光を避け、温度の高くな
る自動車内、暖房器具付近には置かないこと｡
●正立保管してください｡
救急処置／塗料が目に入ったり、塗装中気分が
悪くなった場合は応急処置をし、必要に応じて医
師の診察を受けること｡

キャップ・ボタン・フィルム
：プラスチック

容 器 ：
スチール

●極めて可燃性の高いエアゾー
ル●高圧容器：熱すると破裂のお
それ●吸入すると有害●強い眼
刺激●生殖能又は胎児への悪
影響のおそれ●臓器の障害●眠
気又はめまいのおそれ


